
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１０１０１

挑戦的萌芽研究

2015～2014

平均・加重を越えた多要素集団の持つ魅力評価手法の確立

attractiveness judgements of multi-element groups

３０３２２２４１研究者番号：

河原　純一郎（Kawahara, Jun-ichiro）

北海道大学・文学研究科・特任准教授

研究期間：

２６５９０１８３

平成 年 月 日現在２８   ６   ６

円     2,700,000

研究成果の概要（和文）：本研究は，複数の対象からなるグループ全体としての魅力評価に関わる要因を特定し，魅力
評価を予測するモデルを提案することを目的とした。研究1ではグループ構成員の顔の魅力を全体として比較可能か調
べた。研究2では，3-5人集団の魅力評定課題を課し，グループ内の分散がグループ全体としての魅力に及ぼす影響を調
べた。研究3では，装具としての衛生マスクが顔の魅力に及ぼす影響を調べた。研究2では分散の効果は全体的な魅力が
低いときに，宇ループ全体の魅力を下げることを明らかにした。研究3では衛星マスク効果を発見し，マスク装着時の
顔の魅力は遮蔽による平均化と不健康さのプライミングに基づくというモデルを提案した。

研究成果の概要（英文）：Extant studies have examined factors contributing to perception of attractiveness
of individual human faces. The present study examined whether observers could compare the group-wide 
attractiveness between two groups consisted of multiple members. Observers were briefly exposed with two 
frames of images each of which consisted of four faces and determined the one that they believed more 
attractive as a whole. The results indicated that discrimination accuracy was above chance level. 
Virtually identical pattern of the results was obtained when each group consisted of eight faces. Study 2 
examined the effect of variance of members and found that larger variances decreased attractiveness when 
attractiveness of the members were low. Study 3 examined the effect of sanitary mask on attractiveness 
perception. We proposed a model that facial occlusion by a sanitary mask has a unique effect,
due to occlusion and unhealthiness priming.

研究分野： Experimental psychology

キーワード： attractiveness
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１．研究開始当初の背景 
物体を認識するにあたって，複数のものご
とを同時に認識･分析することは不得手な
ので，選択的注意を向けて取捨選択するか，
全体を大雑把に要約･平均化した集合表象
(ensemble representation; Alvarez, 2010)を計
算して対処する。性別や表情についての集
合表象形成は検討されてはいるが，グルー
プの魅力評価といった高次のプロセスは検
討の対象とされていなかった。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は，複数の対象からなるグループ全
体としての魅力評価に関わる要因を特定し，
魅力評価を予測するモデルを提案する。全
体としての魅力という視点は個を重視する
西洋文化では注目されてこなかったが，東
アジア文化では重要な側面である。具体的
には，顔･身体的魅力についてグループの魅
力測定･推定モデルを構築し，物品の魅力評
価に展開する。また，要素の組み合わせと
見込まれる魅力についてメタ認知を測定す
る。研究 1では，グループ構成員の顔の魅
力を全体として知覚し，比較可能か調べる
ことを目的とした。被験者が 1人 1人の顔
の魅力を平均化(Alvarez, 2011)して知覚で
きるならば，比較刺激(グループ)に対して，
魅力の高いグループを偶然より高い確率で
弁別できると予測される。研究 2では，3-5
人集団の魅力評定課題を課し，グループ内
の分散がグループ全体としての魅力に及ぼ
す影響を調べた。研究 3では，装具として
の衛生マスクが顔の魅力に及ぼす影響を調
べた。 
 
３．研究の方法 
研究 1-実験 1: 
顔刺激 4人分を 1組としたグループ画像を
1組ずつ計 2組呈示し，被験者はどちらの
画像のグループが全体として魅力が高いと
思うかを答えた。比較グループ(高・低魅力
顔 2枚ずつ)と高魅力グループ(例えば高魅
力顔 3枚，低魅力顔 1枚)を 1.5 秒ずつ呈示
した。 
 
研究 1-実験 2: 
1 組内の顔刺激数を 8とした。実験 3では，
1組内の顔刺激数は 4，各組の呈示時間を
1.5 秒から 0.5 秒に短縮した。  
 
研究 2-実験 1：短時間の 3個体集団の顔魅
力  
 正常な視力を有する男性の大学生・大学
院生 10 人が実験同意書に署名をして実験
に参加した．幅 50.9x 高さ 28.6cm
（28.44x16.20deg）の液晶モニタ
（1920x1080pixel）にコンピュータで生成，
制御した視覚刺激を提示した．被験者は暗
室内で 100cm の観察距離で顎台に頭部を固

定され，刺激を両眼観察した．刺激は，既
に 31 人の男性によって魅力評定済みの女
性の顔写真 1940 枚を用いた．各写真の単独
魅力値の中央値（median）から±500 枚の
写真を選定し，その中からランダムにトリ
オ（三人組）を作成し，平均が中央値に近
く，分散が大きいトリオを 20 組作成した．
これを中魅力群とし，同様の操作を中央値
-1.25SD(標準偏差)から±150 枚の写真(低
魅力群)，中央値+2SD から±77 枚の写真(高
魅力群)について行った．作成した計 60 組
のトリオ刺激の中から 1組ずつランダム順
で提示した．各写真は 5.37x7.16deg であり
横に三つ配置した．被験者は最初にデモと
して，実験で使用しない 30 組のトリオ写真
を 1s ずつ連続観察し，魅力の評定基準を決
めた．次に，本実験として 60 組のトリオの
魅力度を 0-100 段階で評定した． 
 
研究 2-実験 2：長時間の 3個体集団の顔魅
力 
 実験 1では提示時間が短かったために，
集団としての魅力を正しく判断されなかっ
た可能性がある．そこで提示時間を 3s に延
ばして同様の実験を行った．実験 1とは異
なる男性の大学生，大学院生 10 名に実験 1
と同じ刺激を用いて，トリオの魅力を評定
してもらった． 
 
研究 2-実験 3：5個体集団の顔魅力 
 実験 1，2とは異なる男性の大学生，大学
院生 10 名が実験に参加した．クインテット
（5人組）の写真（2.69x3.58deg を画面中
央横一列に提示した．実験１と同様に平均
が中央値に近く，分散が大きいクインテッ
トを高中低について各 20 組作成し，計 60
組の顔の魅力を評定した．これらの点以外
は，実験 2と同じであった。 
 
研究 3-白色のマスクを付けた 20-30歳代の
顔画像(男性 66 名，女性 123 名)をコンピュ
ータ画面上に 1枚ずつ呈示し，18 歳以上の
男女合計 210 名の評価者が画像 1枚ごとに
感じる外見的魅力や健康さを 1-100 の範囲
で評定した。 
 
４．研究成果 
研究 1-実験 1・2・3: 全ての実験でチャン
スレベルより有意に高い正答率で，被験者
は高魅力グループを弁別することができた。 
Figure 1 は 4 人 1組どうしを比較した場合
の条件毎の正答率を示したものである。 
 
各条件の平均正答率とチャンスレベルを順
位符号和検定で比較した結果，両条件とも
に，チャンスレベル(50%)より有意に高い正
答率で，被験者は高魅力グループを弁別す
ることができた(実験 1の両条件: Ts(16) = 
0, ps <.01)。さらに，実験 1と統制実験の
結果を条件毎に比較した結果，3:1 条件



(t(23) = 5.84, p <.001)，4:0 条件(t(21) 
= 7.25, p <.001)ともに実験 1の正答率が
有意に高く，複数の顔を魅力の判断に利用
した場合，成績が向上した。このことから，
実験 1において複数の顔を判断に利用して
いたといえる。実験 1と統制実験の結果か
ら，1つの顔刺激のみを選んで推測して答
えていたという説明は排除できた。この結
果は，複数の顔からなるグループ全体とし
ての魅力どうしを比較できることを示唆す
る。 
 
複数人からなるグループの魅力を判断する
とき，1人 1人の魅力を平均化することで，
被験者がグループ全体の魅力を知覚できる
ことがわかった。 

Figure 1. 研究 1，4人 1組どうしを比較し
た場合の条件毎の正答率 
 
研究 2-実験 1：短時間の 3個体集団の顔魅
力  
各トリオについての被験者全員の平均評定
値を従属変数，写真の単独魅力値の分散値
と平均値を独立変数として，重回帰分析を
行った。高魅力群および中魅力群では平均
と分散のいずれの標準偏回帰係数も有意で
はなかった（高魅力群 平均: ß=.134, 
p=.337; 分散: ß=.067, p=.628，中魅力群 
平均: ß=.149, p=.259; 分散: ß=-.125, 
p=.345）。低魅力群では，分散の標準偏回
帰係数が有意であり，分散が大きいほど魅
力が低かった (平均: ß=.183, p=.143; 分
散: ß=-.327, p=.010) ．位置の効果は全く
無かった。 
 
研究 2-実験 2：長時間の 3個体集団の顔魅
力 
 実験 1と同様の分析を行った．全ての高
中低魅力群で分散の標準偏回帰係数のみが
有意であった（高魅力：平均: ß=.166, 
p=.209; 分散: ß=.275, p=.040，中魅力：
平均: ß=.142, p=.267; 分散: ß=-.265, 
p=.041，低魅力：平均: ß=.009, p=.941; 分
散: ß=-.345, p=.008） ．ただし，高魅力
群では，分散が大きいほど高魅力であった
が，中・低魅力群では分散が大きいほど低
魅力であった． 

 
研究 2-実験３：5個体集団の顔魅力 
 実験１と同様の分析を行った．いずれの
群でも平均，分散どちらも標準偏回帰係数
は有意でなかった（高魅力群 平均: 
ß=.056, p=.688; 分散: ß=-.063, p=.653，
中魅力群 平均: ß=-.124, p=.348 分散: 
ß=.150，p=.255，低魅力群 平均: ß=.052, 
p=.690; 分散: ß=-.141, p=.287）． した
がって，5個体集団の魅力評定では，分散
の効果は見られなかった。 
 高魅力群のトリオでは提示時間を長くす
ることで，分散が大きい 3個体集団はより
魅力的であり，また逆に中・低魅力群では
より魅力的でないと判断された．したがっ
て，平均よりも高低両極に外れた顔の魅力
が集団の魅力に強い効果を持つ可能性が示
唆された．ただし，５個体集団では同様の
結果は得られず，大きな集団では異なる処
理が行われている可能性もある． 
 
研究 3-人物の性別，評価者の性別に関わら
ず，マスクを付けた顔画像のほうがマスク
を付けない顔画像よりも外見的魅力が低く
評価されました。特にこのマスクの影響は
もともと魅力の高い顔画像で強く起こった。 

Figure 2. 研究 3，衛生マスクが顔の見た
目の魅力に及ぼす効果。横軸はマスクなし
顔画像のベースライン評定値に基づく魅力
グループ 
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